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In�uence of psychological competitive ability on the  
emotional intelligence of canoe players

Taiyo Fujimoto, Yutaka Sonobe, Kosuke Hirayama, Hideaki Takai

Abstract: �is study aims to prove the correlation between the Diagnostic Inventory of Psychological 
Competitive Ability for Athletes （DIPCA.3） and the Emotional Intelligence Scale （EQS） in canoe athletes. We 
evaluated 35 students of a university who were members of a canoe club. Two methods were used for analysis: a 
partial correlation analyses of 12 scales in the DIPCA.3 and as control variables, 9 factors in the EQS, which 
de�ne the subjects’sex, age, grade, being regular members or not, years of competition experience and 
competition levels; multiple regression analyses of 12 scales in the DIPCA.3 the same 9 factors in the EQS 
de�ned as dependent variables, were used as control variables. We conducted a non-correspondence t-test 
where the students were divided into two groups: a high score group with more than the mean value of the total 
scores in the DIPCA.3 and a low score group with less than the mean value. �ose groups were de�ned as 
independent variables and dependent variables in 9 factors in the EQS. �e results showed that positive 
correlations were evident in the following: between self-insight factors in the EQS and harmony-seeking scales 
in the DIPCA.3; between self-motivating factors in the EQS and patience and combative scales in the DIPCA.3; 
between self-control factors in the EQS and the four scales of patience, combativeness, concentration, and 
con�dence in the DIPCA.3; between empathy factors in the EQS and the three scales of patience, combativeness 
and con�dence in the DIPCA.3; between love toward others in the EQS and patience scales in the DIPCA.3; 
between leadership factors in the EQS and interdependence factors in the DIPCA.3. And as a result of the non-
correspondence t-test for the total scores in the 9 factors of the EQS for the high score group and the low score 
group, the high score group had higher results than the low score group in the estimate of the situation factors. 
In conclusion, we discovered that there were correlations between the DIPCA.3 and the EQS in canoe athletes 
and the DIPCA.3 had positive e�ects on the EQS.
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I.　緒　　　言
競技スポーツにおいて，競技力向上のために必要な
要素は「心・技・体」という言葉が示すように，精神，
技術，体力が挙げられる．そして，これらが三位一体
となった時に競技者の実力が十分に発揮できると述べ
られている 1）．競技成績に関する要素には猪飼 2）と徳
永 3）により，技術や体力といった身体的側面だけでは
なく，精神力といった精神的側面が含まれていること
を示している．さらに，徳永 3）は精神力が競技者の実
力発揮を決定する要因であると示しており，精神的要

素は競技者の競技成績及び実力発揮において重要な位
置づけであると考えられる．
競技者の精神力を評価する尺度として，徳永・橋
本 4）が開発した「心理的競技能力診断検査（Diagnostic 
Inventory of Psychological Competitive Ability for 
Athlete：以下DIPCA.3と略す）」がある．DIPCA.3は
これまで「精神力」という抽象的に扱われてきた競技
に必要な心理的要素のことを「心理的競技能力」とし，
「実際の競技前や競技中にどのような心理的競技能力
を発揮すればよいのか，そして，そのような心理的競
技能力はどのように評価し，いかにトレーニングすれ
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ばよいのか」5）ということを明らかにするために開発
された．心理的競技能力に関してはこれまでに多くの
研究が行われており，心理的競技能力は競技者の実力
発揮や競技成績に関係していることが明らかにされて
いる 6–8）．このことから，競技者は高い競技成績を残
すために，心理的競技能力を向上させることが求めら
れている．
一方，2002年に文部科学省 9）から「人間力戦略ビ
ジョン」が示されて以降，我が国においては「人間力
向上」の必要性が求められている．競技界でも日本オ
リンピック委員会 10）の強化本部は「人間力なくして，
競技力向上なし」というテーマを掲げて競技者の強化
を行っており，競技者にも人間力の向上が求められて
いる．しかしながら，「人間力」そのものの定義が曖
昧であるうえに，「人間力」を効率的に向上させる手
段は確立されていない．そのようななか，「人間力」
を向上させるための一つの方策として，スポーツ活動
を通じた働きかけが有効であるとされ 11），スポーツ
活動の中で他者とのコミュニケーションやリーダー
シップの発揮方法を身につけることで「人間力」が向
上できるといわれている 12）．また，高木ほか 12）の競
技者の人間力を評価する尺度を検討した研究では，人
間力を評価する尺度として情動知能尺度（Emotional 
Intelligence Scale：以下「EQS」と略す）が妥当である
と報告されており，このEQSは自己対応，対人対応，
状況対応の 3領域から構成されている．まず自己対応
領域は自己洞察，自己動機づけ，自己コントロールの
3因子から構成され，自己の心の働きについて知り，
行動を支え，効果的な行動をとる能力とされる．次に
対人対応領域は共感性，愛他心，対人コントロールの
3因子から構成され，他者の感情に関する認知や共感
をベースに，他者との人間関係を結び維持することの
できる能力とされる．そして状況対応領域は状況洞
察，リーダーシップ，状況コントロールの 3因子から
構成され，自己を取り巻く，あるいは自己と他者を含
む集団を取り巻く状況の変化に耐える力，リーダー
シップ，また自己対応領域と対人対応領域の各種能力
や技量を状況に応じて適切に使い分ける統制力とされ
る．いずれの領域，因子も得点が高ければ情動知能が
高いものと解釈される 13）．
情動知能と競技との関係については，これまでにい
くつか研究されている．高木ほか 12）は指導者に求め
られる情動知能，指導者からみた競技者に必要な情動
知能について検討しており，指導者に求められる情動
知能は上位から順に「リーダーシップ」，「自己動機づ
け」，「状況コントロール」であり，競技者が必要な情
動知能は上位から順に「リーダーシップ」，「対人コン
トロール」，「状況コントロール」であった．また，高

木ほか 11）によると競技者は非競技者よりもEQSのす
べての得点が高く，スポーツ活動が情動知能を向上さ
せる方法として有効であることを示した．
以上から，競技者には競技力を高めるために心理的
競技能力を向上させるだけでなく，スポーツ活動を通
して情動知能を向上させることが求められている．こ
こで守屋ほか 14）は心理的競技能力と情動知能との関
係についてオープンスキル競技であるバスケットボー
ル競技者を対象に検討しており，DIPCA.3尺度の忍
耐力とEQS因子の自己動機づけ，DIPCA.3尺度の闘
争心とEQS因子の状況洞察，DIPCA.3尺度の予測力
と EQS因子の自己洞察，DIPCA.3尺度の判断力と
EQS因子のリーダーシップとの間に正の相関がある
ことを示し，心理的競技能力と情動知能には関係があ
ることを報告している．このように，オープンスキル
競技であるバスケットボール競技では，心理的競技能
力と情動知能との関係について明らかにされ，心理的
競技能力と情動知能を向上させるためのサポートを行
う際に有益な知見が得られている．しかし，クローズ
ドスキル競技の中では心理的競技能力と情動知能との
関係について未だ検討されておらず，心理的競技能力
と情動知能を向上させるためのサポートを行う際の有
益な知見は得られていない．これまで，サッカーやテ
ニス，バスケットボールなどのように外的要因に左右
され，時々刻々と変化する不安定な環境で行う要素が
多いオープンスキル競技と，陸上競技や水泳，体操な
どのように外的要因に左右されにくく，いつも安定し
た環境で行う要素が多いクローズドスキル競技 15）と
では，心理面に必要とされる要素が異なることが明ら
かにされている．例えば，試合に挑む際の理想的な心
理状態を示した逆U字仮説では，クローズドスキル
競技はオープンスキル競技より覚醒水準が比較的低
い 16）ことや，心理的競技能力を向上させるために競
技者が活用している心理的技法についてもクローズド
スキル競技はオープンスキル競技より情動のコント
ロール技法を用いることが多く，個人の内的基準への
コントロールを行う傾向が高い 17）ことが明らかされ
ている．このように，オープンスキル競技とクローズ
ドスキル競技では心理面で必要とされる要素が異な
り，心理的競技能力と情動知能との関係についても異
なる関係を示すことが考えられる．特に，クローズド
スキル競技は自己の内部における動機づけや感情表出
といった思考が多く生じる 18）ことから，心理的競技
能力と情動知能因子の自己対応領域が関係していると
考えられる．さらに，運動技能における研究では，
時々刻々と変化する不安定な環境に対応するための応
用的技術であるオープンスキルを向上させるために
は，まず，技術の正確さを追求するための基礎的技術
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であるクローズドスキルのパフォーマンスを向上させ
ることが必要である 15）としていることからも，ク
ローズドスキル競技を対象として心理的競技能力と情
動知能との関係について明らかにする必要がある．ま
た，各競技種目における心理的競技能力と情動知能と
の関係について特徴を明らかにすることにより，競技
種目を考慮した心理的競技能力と情動知能へのアプ
ローチが可能となるだろう．
そこで，本研究ではクローズドスキル競技であるカ
ヌー競技者を対象に心理的競技能力と情動知能との関
係と特徴について明らかにすることを目的とした．な
お，本研究の心理的競技能力と情動知能との関係につ
いては，高木ほか 11）の研究を参考に心理的競技能力
が情動知能に影響を及ぼすという仮説モデルに基づい
て検討した（図 1）．

II.　方　　　法
1）調査対象者
調査対象者は，A大学学友会カヌー部に所属してい

る学生 38名を対象とし，そのうち，分析対象者は，
回答に記入漏れなどの欠損値のあるデータを除いた
35名（男子25名，女子10名，平均年齢19.7±0.77歳）
であった．
2）調査時期及び調査方法
調査は対象としたカヌー部から依頼を受け，同部員
を対象にした心理講習会を実施する際に行った．な
お，調査時期は 2016年 3月であった．調査は講習会

担当者の説明のもとに，一斉に記入させ回収する集合
法によって行われた．
3）調査内容
（1）フェイスシート
性別，年齢，学年，レギュラーの有無，競技経験年
数，競技レベルについて回答を求めた．
（2）心理的競技能力診断検査（DIPCA.3）

DIPCA.3は，徳永・橋本 4）によって開発された尺度
であり，競技者の心理的競技能力を測定することが可
能である．質問項目は 52項目からなり，「競技意欲」
「精神の安定・集中」「自信」「作戦能力」「協調性」の 5
因子，「忍耐力」「闘争心」「自己実現意欲」「自己コント
ロール能力」「リラックス能力」「集中力」「自信」「決断
力」「予測力」「判断力」「協調性」の 12尺度から構成さ
れている（表 1）．本研究では，この 12尺度について
検討を行った．回答方法は「ほとんどそうではない」
（1点）–「いつもそうである」（5点）の 5件法とし，評
定の数字が高いほど心理的競技能力が高いものと解釈
される．
（3）情動知能尺度（EQS）

EQSは，内田ほか 13）によって開発された尺度であ
り，競技場面を含めた日常生活全般における，個人の
情動知能の測定が可能である．質問項目は 65項目か
らなり，「自己対応」「対人対応」「状況対応」の3領域，
「自己洞察」「自己動機づけ」「自己コントロール」「共感
性」「愛他心」「対人コントロール」「状況洞察」「リー
ダーシップ」「状況コントロール」の 9因子から構成さ
れている（表 2）．本研究では，この 9因子について検
討を行った．回答方法は「まったくあてはまらない」
（0点）–「非常によくあてはまる」（4点）の5件法とし，
評定の数字が高いほど情動知能が高いものと解釈され
る．

図1.　本研究における仮説モデル

表1.　DIPCA.3の各因子，尺度と内容
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4）分析方法
心理的競技能力と情動知能との関係を検討するため
に， DIPCA.3の 12尺度とEQSの 9因子の偏相関分析
と，DIPCA.3の 12尺度を独立変数，EQSの 9因子を
従属変数とする重回帰分析（強制投入法）を行った．
このとき，カヌー競技としての心理的競技能力と情動
知能の関係を明らかにするために偏相関分析，重回帰
分析ともに性別，年齢，学年，レギュラーの有無，競
技経験年数，競技レベルからの影響を除いた係数を算
出する必要がある．そのため，性別，年齢，学年，レ
ギュラーの有無，競技経験年数，競技レベルを制御変
数として投入して分析を行った．さらに，DIPCA.3
の総合得点の平均値以上を高群，平均値未満を低群と
した両群を独立変数，EQSの 9因子と総合点を従属変
数とする対応のない t検定を行った．なお，DIPCA.3
総合得点の平均値は 174.9±25.75であった．
データの解析には IBM SPSS Statistics 24.0を用い

た．各統計的有意水準は 5％とした．
5）倫理的配慮
本研究は，日本体育大学倫理審査委員会の承認（承
認番号：第 016-H015号）を得て行った．調査対象者
には研究の主旨を把握できるよう研究の概要，目的，
記入方法，そして個人情報保護に関する内容について
説明し，研究への参加は自由意志であり，参加しなく
ても何ら不利益が生じないことを保証した．また，
データはコンピュータで処理し，研究の目的以外には
使用しないことおよび個人情報保護のために得られた
データは連結不可能匿名化し，個人情報が特定できな
いように配慮した．

III.　結　　　果
1） DIPCA.3の 12尺度と EQSの 9因子の偏相関係
数
表 3はDIPCA.3の 12尺度とEQSの 9因子の偏相関

係数の値を示したものである．その結果，「自己洞察」
は協調性との間に正の相関（r＝.55, p＜.05），「自己動

機づけ」は忍耐力，闘争心との間に正の相関（r＝.55, 
p＜.01; r＝.42, p＜.05），「自己コントロール」は忍耐
力，闘争心，集中力，自信との間に正の相関（r＝.56, 
p＜.001; r＝.54, p＜.01; r＝.41, p＜.05; r＝.45, p＜.05），
「共感性」は忍耐力，闘争心，自信との間に正の相関
（r＝.54, p＜.01; r＝.42, p＜.05; r＝.45, p＜.05），「愛他
心」は忍耐力との間に正の相関（r＝.48, p＜.05），
「リーダーシップ」は協調性との間に正の相関（r＝.43, 
p＜.05）が示された．
2） DIPCA.3の 12尺度を独立変数，EQSの 9因子を
従属変数とした重回帰分析
表 4はDIPCA.3の 12尺度を独立変数，EQSの 9因
子を従属変数とした重回帰分析の値を示したものであ
る．なお，小塩 19）は一般に分散拡大要因（Variance 
In�ation Factor：以下「VIF」と略す）の値が10以上で
あれば多重共線性が発生していると述べており，
DIPCA.3の自信尺度のVIF値は 14.00であったため独
立変数から除外して分析を行った．その結果，他の尺
度のVIF値はすべて 10以下の値を示したことから，
多重共線性が発生している可能性が低いという結果を
得た．「自己動機づけ」は闘争心（β＝.69, p＜.05），「自
己コントロール」は闘争心と集中力（β＝.79, p＜.01; 
β＝.46, p＜.05）から有意な正の影響を受けていること
が示された．
3） DIPCA.3総合得点の高群と低群における EQSの

9因子と総合点の得点
表 5はDIPCA.3総合得点の両群におけるEQSの 9
因子の得点と総合点の得点を示したものである．その
結果，「状況洞察」においてDIPCA.3総合得点の高群
は，低群よりも有意に高い得点が示された（t（33）＝
2.14, p＜.05）．

IV.　考　　　察
本研究は，クローズドスキル競技であるカヌー競技
者を対象に心理的競技能力と情動知能との関係と特徴
について明らかにすることを目的とした．まず，

表2.　EQSの各領域，因子と内容
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DIPCA.3の 12尺度とEQSの 9因子の偏相関について
検討した．その結果，「自己洞察」は協調性，「自己動
機づけ」は忍耐力，闘争心，「自己コントロール」は忍
耐力，闘争心，集中力，自信，「共感性」は忍耐力，
闘争心，自信，「愛他心」は忍耐力，「リーダーシッ
プ」は協調性との間に正の相関が示された．いずれの
偏相関係数も .40–.70であることから比較的強い相関
がある 19）ことを示した．次に，DIPCA.3の 12尺度を
独立変数，EQSの 9因子を従属変数とした重回帰分析
について検討した．その結果，「自己動機づけ」は闘
争心から正の影響を受けていることを示した．西田ほ
か 20）は闘争心が低下することにより競技への動機づ
けが低下するという関係を明らかにしており，本研究
でも闘争心が動機づけへ影響を及ぼすという関係がみ
られたことから先行研究を支持する結果であった．
「自己動機づけ」を向上させるためには，メンタルト
レーニング（Mental Training；以下「MT」と略す）の
技法のひとつである目標設定技法などを用いながら闘
争心を高めていくことが有効であると考えられる 21）．
また，「自己コントロール」は闘争心と集中力から正
の影響を受けていることを示した．「自己コントロー
ル」を向上させるためには，目標設定技法を用いた闘
争心の向上のみだけではなく，MTのリラクセーショ
ン技法，視線をコントロールするアイコントロール技
法などを用いて集中力を向上させることが有効である
と考えられる 21）．DIPCA.3尺度とEQS因子との関係
について，オープンスキル競技であるバスケットボー
ル競技 14）では，忍耐力と「自己動機づけ」，闘争心と
「状況洞察」，予測力と「自己洞察」，判断力と「リー
ダーシップ」との間に正の影響がみられ，心理的競技
能力と関係のある情動知能因子は，自己対応領域と状
況対応領域であった．一方，クローズドスキル競技で
あるカヌー競技では，闘争心と「自己動機づけ」，闘
争心と集中力は「自己コントロール」との間に正の影
響がみられ，心理的競技能力と関係のある情動知能因

子は，オープンスキル競技であるバスケットボール競
技 14）同様に自己洞察領域では認められるものの，状
況対応領域では認められなかった．オープンスキル競
技であるバスケットボール競技はチームプレーが重視
される競技種目であり，個人としての技術だけではな
く，チーム内の状況に合わせてプレーが必要とされる
ことから 14），自己対応領域と状況対応領域が関係し
ているものと考えられる．しかし，クローズドスキル
競技であるカヌー競技はチームプレーや相手の状況に
合わせてプレーを行うといったことなどがなく，個人
としての技術が重視される競技種目であり，自己の内
部における動機づけやコントロールの必要性が求めら
れていることから 17），自己対応領域のみ関係してい
たのではないかと推察される．これらのことから，競
技種目によって心理的競技能力と情動知能との関係が
異なることが示唆された．そして，DIPCA.3総合得
点の高群と低群におけるEQSの9因子の得点について
検討した．結果，「状況洞察」において高群は低群よ
りも高い得点を示した．このことから，DIPCA.3 総
合得点の高群は「状況洞察」の得点が高いという特徴
がみられた．平林 22）によるとDIPCA.3総合得点は自
律した行動（問題に主体的に取り組み，解決へと挑戦
し続ける姿勢）の程度を示すものであり，心理的競技
能力が高い者は自律した行動をとると述べていること
から，DIPCA.3総合得点の高群は変化する状況の意
味を正確に理解し，適切に対処することができる能力
を示す「状況洞察」の得点が高かったのではないかと
考えられる．また，カヌー競技は常に変化する風の強
さや方向，水面の波の高さや流れなどの外的な環境に
合わせて的確に判断し，ボートの制御やパドルの操作
をしなければならない 23）ため，「状況洞察」はカヌー
競技において重要な因子であることが考えられる．
以上のことから，クローズドスキル競技であるカ
ヌー競技では，心理的競技能力と情動知能には関係が
あり，心理的競技能力は情動知能に正の影響を与える

表5.　DIPCA.3総合得点の高群と低群におけるEQSの 9因子と総合点の得点
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ことが明らかとなった．また，心理的競技能力が高い
と情動知能の状況洞察因子も高いという特徴を示すこ
とが明らかとなった．
本研究では，人間力について人間力を評価する尺度
として妥当であると報告されている情動知能尺度
EQSを用いて，心理的競技能力を評価するDIPCA.3 
との関係について検討を行った．その結果，心理的競
技能力と情動知能には関係があり，心理的競技能力は
情動知能に正の影響を与えることが明らかとなった．
これらのことから，心理的競技能力を向上させること
は情動知能も向上させることとなり，ひいては競技者
が求められている人間力の向上にも寄与する可能性を
示した．そして，人間力を向上させる方法としては心
理的競技能力を向上させるMTの技法を用いることが
有効ではないかと考えられる．
これまで心理的競技能力と情動知能との関係につい
ては，守屋ほか 14）のオープンスキル競技であるバス
ケットボール競技を対象に検討され，心理的競技能力
と関係のある情動知能因子は，自己の感情認識とそれ
に基づき適切な行動をとることができるという自己対
応領域と，周囲の状況に応じて適切な対応をとること
ができるという状況対応領域であった．一方，クロー
ズドスキル競技における心理的競技能力と情動知能と
の関係についての先行研究は見受けられない．本研究
では，カヌー競技を対象にしたクローズドスキル競技
において，心理的競技能力が情動知能へ正の影響を与
え，心理的競技能力と関係のある情動知能因子は自己
対応領域であることが明らかとなった．さらに，心理
的競技能力と情動知能を向上させるための方法とし
て，MTの技法を用いることが有効ではないかという
知見が得られたことからも意義のある研究であると思
われる．
今後，心理的競技能力と情動知能との関係について
普遍化するためには，様々な競技種目の競技者を対象
に標本数を増やして検討する必要がある．また，競技
者に対する効果的なサポートのタイミングを検討する
ためにも，心理的競技能力と情動知能を縦断的に調査
し，シーズン前，シーズン中，シーズン後での変化に
ついて明らかにすることも重要であると考えられる．

V.　結　　　論
本研究の目的は，クローズドスキル競技であるカ
ヌー競技者を対象に心理的競技能力と情動知能との関
係と特徴について明らかにすることであった．以下，
本研究で明らかになったことをまとめる．
1） 「自己洞察」は協調性，「自己動機づけ」は忍耐力と
闘争心，「自己コントロール」は忍耐力，闘争心，
集中力と自信，「共感性」は忍耐力，闘争心と自信，

「愛他心」は忍耐力，「リーダーシップ」は協調性と
の間に比較的強い正の相関が示された．

2） 「自己動機づけ」は闘争心，「自己コントロール」は
闘争心と集中力から正の影響を受けていることが
示された．

3） DIPCA.3 総合得点の高群は「状況洞察」の得点が高
いという特徴がみられた．
以上のことから，クローズドスキル競技であるカ
ヌー競技者では，心理的競技能力と情動知能は関係が
あり，心理的競技能力は情動知能に正の影響を与える
ことが明らかとなった．
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